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福生市の公共施設の課題
公共施設マネジメント課

令和における福生市立学校の在り方検討委員会
令和４年５月１８日

６ 福生市立学校の現状について
（１）小学校を核とした公共施設の再配置について
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公共施設を取り巻く状況① 老朽化
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「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より

公共施設を取り巻く状況② 人口減少
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「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より

公共施設を取り巻く状況③ コスト増

「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より
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資料５
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公共施設を取り巻く状況④
ニーズの変化

計画的な対応が
必要です！
計画的な点検・改修による故障等の予
防・修繕コストの抑制・長寿命化

１つの施設を複数の用途で利用し、コ
ストを抑え、利便性の向上

施設の用途、数、配置等を人口減少や
ニーズの変化に合わせて再編
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公共施設再配置基本方針

➢現在の公共施設は学校区を単位に配置されていることから、身近な学校施設を核として
複合化・集約化をしていくことが考えられる。

➢学校施設にはコミュニティ・防災の拠点、子どもの居場所等の機能や施設の地域開放が
期待されている一方、少子化と空き教室は必ずしも比例する訳ではない。

■ 福生駅前と「文化の森」周辺に拠点集積型施設、中央館機能を誘導する。

■ 地域対象施設・機能（分館等）は、学校施設を核に集約を図り、コストの縮減、

市民サービス効率化、児童生徒の学習環境向上、地域のコミュニティの維持等を図る。

■ 公共施設総量の４割を占め、総合管理計画の数値目標への影響が大きい学校施設の

適正配置の検討を今後も進めていく。
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「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より

公共施設・複合化集約化のイメージ
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「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より

学校施設を核とした複合化・集約化の効果
◆ 効 果

○学校施設の機能を共用・開放することにより地域ニーズに対応

（体育館、校庭、プール、図書館、集会施設）

○学校隣接地や敷地内に集めた施設機能を学校教育にも活用することによる学習環境の向上

○学童クラブ、ふっさっ子の広場を施設内に整備すれば、新・放課後子ども総合プランに基づく

一体型事業が実施できる

○施設が近接、機能連携することによる利便性、防災力の向上

○住民、児童生徒のイベント相互参加、交流

◆ 課 題

○責任分担が明確になる区分（別棟とする等）、防犯、安心安全の工夫

○間取り、設備を変えられる設計の検討（スケルトン・インフィル方式）

8

「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より
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公共施設の４割が学校教育系施設

41.８%

学校教育系施設

「福生市公共施設等総合管理計画」
（令和3年度）のデータより

総延床面積
145,763㎡

（60,816㎡）
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中学校施設を核とした施設再配置のイメージ

「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より

小学校施設を核とした施設再配置のイメージ
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「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より

小学生人口と小学校の施設量の将来推計
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「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より
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学校の
老朽化と
再配置の
推進イメージ

凡例 ☆築65年目 ★築80年目

■ 目標使用年数である、築65年到達年度ま

でをグレーで示し、長寿命化改修を行

う学校については築80年到達年度まで

を黄色で示した。
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「福生市個別施設計画」
（令和２年度）より

市では、皆様の御意見等を踏まえ、こ
れらのイメージをどのように実現して
いくのか、考えていきます。
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ご静聴 ありがとうございました。

ソフトの検討 ハードの計画

反映


